
第 163 号 平成 23年 3月　（8）議会だより　はこね











委
員
会
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

総
務
企
画
観
光
常
任
委
員
会

◎
平
成
23
年
１
月
28
日

　

閉
会
中
の
付
託
と
な
っ
た

「
箱
根
町
観
光
振
興
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
」
と
「
箱
根
町
消

防
長
の
任
命
資
格
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」
を
審
議

し
ま
し
た
。
前
者
に
つ
い
て
は

更
な
る
審
議
が
必
要
と
の
判
断

か
ら
あ
ら
た
め
て
委
員
会
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

後
者
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で

可
決
す
る
旨
の
報
告
書
を
議
長

に
提
出
し
ま
し
た
。

◎
平
成
23
年
２
月
14
日

　
「
箱
根
町
観
光
振
興
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
」
の
２
回
目
の

審
議
が
行
い
、
全
会
一
致
で
可

決
す
る
旨
の
報
告
書
を
議
長
に

提
出
し
ま
し
た
。

教
育
福
祉
環
境
常
任
委
員
会

◎
平
成
23
年
１
月
30
日

　

閉
会
中
の
付
託
と
な
っ
た

「
箱
根
町
子
ど
も
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
」
の
審
議
が
行

い
、
全
会
一
致
で
可
決
す
る
旨

の
報
告
書
を
議
長
に
提
出
し
ま

し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

◎
平
成
23
年
２
月
９
日

　

平
成
23
年
度
予
算
審
議
方
法

や
今
後
の
議
事
日
程
等
に
つ
い

て
、
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

◎
平
成
23
年
２
月
24
日

　

３
月
定
例
会
の
議
事
日
程
等

に
つ
い
て
、
協
議
を
行
い
ま
し

た
。

議
会
改
革
調
査
等
特
別
委
員
会

◎
平
成
23
年
２
月
15
日

　

６
月
定
例
会
に
て
設
置
さ
れ

ま
し
た
議
会
改
革
等
調
査
特
別

委
員
会
の
第
３
回
目
の
会
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

編
集
後
記

　

太
平
洋
側
に
雪
が
降
り
積
も

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
同
時

に
梅
の
花
や
桜
の
開
花
な
ど
の

春
待
ち
遠
し
い
今
日
こ
の
ご
ろ

だ
と
拝
察
さ
れ
ま
す
、
私
も
議

員
と
し
て
一
年
と
少
し
が
経
過

し
、
あ
る
程
度
の
行
事
や
習
慣

は
、
徐
々
に
分
か
っ
て
き
ま
し

た
が
、
議
場
に
お
い
て
の
議
事

進
行
や
専
門
用
語
に
は
、
未
だ

に
戸
惑
う
事
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
い
う
新
人
の
私
か
ら
の
視
点

で
こ
れ
か
ら
の
議
会
の
課
題
を

述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
と
、
観

光
振
興
条
例
や
議
会
基
本
条
例

の
制
定
、
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
認

定
、
さ
ら
に
は
広
域
市
町
村
連

携
に
よ
る
共
同
電
算
事
務
処

理
、
斎
場
建
設
、
ゴ
ミ
処
理
場

等
、
多
種
多
様
の
事
業
が
山
積

さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
一
番
の

課
題
は
少
子
高
齢
化
が
上
げ
ら

れ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現

在
、
計
画
中
の
箱
根
町
第
５
次







議 会 諸 活 動 報 告

　

こ
の
特
別
委
員
会
は
議
会
の

活
性
化
や
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。
委
員
は
全
議
員
で
す
。

今
回
の
会
議
で
は
前
回
の
会
議

で
の
検
討
項
目
の
続
き
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

取
り
組
み
が
可
能
な
こ
と
か
ら

順
次
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
本
特
別
委
員
会
は
さ
ら

に
慎
重
な
協
議
を
行
い
議
論
を

深
め
て
行
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

三
島
市
議
会
と
の
合
同
研
修
会

◎
平
成
23
年
１
月
24
日

　

三
島
市
の
議
会
議
員
と
交
流

や
勉
強
の
た
め
の
研
修
会
を
箱

根
や
す
ら
ぎ
の
森
・
森
の
ふ
れ

あ
い
館
の
会
議
室
に
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
三
島
市
文
化
振
興
課

辻
真
人
氏
・
三
島
市
郷
土
資
料

館
・
鈴
木
隆
幸
氏
・
箱
根
町
立

箱
根
関
所
・
大
和
田
公
一
氏
を

講
師
に　
『
江
戸
時
代
の
東
海

道　

箱
根
三
島
を
繋
ぐ
道
〜
箱

根
八
里
を
行
く
〜
』
と
題
し
た

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

 

委
員
長　

村
野
由
紀
子

 

副
委
員
長　

稲
葉
親
太
郎

 

委　
　

員　

石
川　
　

栄

 

委　
　

員　

遠
藤　

秀
則

ス
ラ
イ
ド
で
講
義
を
受
け
ま
し

た
。
相
互
の
自
治
体
を
江
戸
時

代
の
道
と
い
う
観
点
か
ら
見
つ

め
直
し
新
た
な
魅
力
の
発
見
や

両
自
治
体
に
お
け
る
新
た
な
関

係
作
り
を
構
築
す
る
た
め
、
今

後
も
三
島
市
と
連
携
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
の
後
期
計
画
が
住
ま

え
る
人
に
や
さ
し
く
実
り
あ
る

計
画
に
な
る
よ
う
官
民
協
働
で

緑
豊
か
な
住
み
よ
い
国
際
観
光

地
箱
根
を
作
り
上
げ
て
行
き
ま

し
ょ
う

 

（
稲
葉　

記
）


